
〈宣言日・変更日〉　令和２年３月１１日

ゴール 来年度の取組目標

活動継続
・ワークルール冊子 １０万冊制作、配布
・ワークルール講座 １３０回実施

・上記活動の継続

・上記活動の継続

・上記活動の継続

・支援先企業、連携先企業・団体とのパートナー
シップ強化及び拡充

（記載上の注意）

１　取組は３～５つの目標に関する取組を記載してください。

２　取組のない目標については、行ごと削除してください。

３　目標はなるべく定量的に記載してください。

４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。

職　名

氏　名

平和で包摂的な社会を推進するため、ワークルール
を理解して守る行動をするための機会を提供

各目標に関連する取組内容

ＳＤＧｓ宣言書
私たちは、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり取り組むことを宣言します。

わかりやすいワークルール冊子の制作、ワークルール講座を高校・大学等で実施することにより、知識
不足から生じるトラブルを防止し、より充実した社会人生活を送れるための活動の推進。
・静岡県内高校３年生全員にワークルール冊子の配布
・全国の大学生、高校生等にワークルール冊子の配布、ワークルール講座の実施

事業所・団体としての2030年の（または中長期的な）あるべき姿

ワークルールの大切さを伝えていくことにより、働く人と企業が相互に成長する社会の実現に寄与する

事業所・団体としてのねらい、特徴的な活動

代表理事

これまでの取組

働きがいのある職業につながる知識を身につける機
会を提供するため、若者向けのワークルール　冊子
制作・講座の実施

業　種

所 在 地

Ｕ　Ｒ　Ｌ

従業員（構成員）数

http://www.workrule.jp

男性　　　　1 人　　女性　　　　1 人　　　計　　　　2 人

一般社団法人ワークルール

１１．教育、学習支援業

〒420-0042
静岡市葵区駒形通1丁目３－４

本庄淳志

不平等を是正し、差別なく働くことができるために
必要なワークルール普及活動の推進

ディーセント・ワークを促進するために労働者の権
利と義務を伝える

事業所・団体名称

ワークルール普及活動を持続可能な活動としていく
ためのパートナーシップの活性化

代表者　職・氏名

http://www.workrule.jp/

